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(百万円未満切捨て)

１．2023年２月期第３四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 120,672 － 12,387 119.9 12,596 120.2 7,993 117.2

2022年２月期第３四半期 98,512 27.8 5,633 288.4 5,720 366.3 3,680 521.2
(注) 包括利益 2023年２月期第３四半期 7,973百万円( 116.2％) 2022年２月期第３四半期3,688百万円( 523.6％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第３四半期 181.98 －

2022年２月期第３四半期 83.80 －
　

(注) 「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、

2023年２月期第３四半期に係る売上高につきましては、対前年同四半期増減率は記載しておりません。詳細につきましては、

添付資料７ページ「(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」をご参照ください。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 114,548 53,165 46.4

2022年２月期 93,728 47,389 50.5
(参考) 自己資本 2023年２月期第３四半期 53,145百万円 2022年２月期 47,328百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年２月期 － 0.00 － 50.00 50.00

2023年２月期 － 0.00 －

2023年２月期(予想) 75.00 75.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　

(注) 2023年２月期(予想)期末配当金の内訳 普通配当60円00銭 創立50周年記念配当15円00銭

　

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 160,000 － 13,700 82.2 13,950 82.1 8,650 116.2 196.92
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



(注) 「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、

売上高につきましては、当該会計基準適用前の2022年２月期の実績値に対する増減率は記載しておりません

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年２月期３Ｑ 46,272,000株 2022年２月期 46,272,000株

② 期末自己株式数 2023年２月期３Ｑ 2,346,854株 2022年２月期 2,346,244株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期３Ｑ 43,925,475株 2022年２月期３Ｑ 43,925,771株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。
また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2022年３月１日から2022年11月30日まで）におけるわが国経済は、新型コロナウ

イルス感染症による「まん延防止等重点措置」が３月下旬に全面解除となり、行動制限や海外渡航制限の緩和等

により経済活動回復の兆しが見られました。しかしながら、ロシアのウクライナ侵攻長期化によるエネルギー資

源、原材料価格の高騰や急激な円安の進行など先行きは未だ不透明な状況が継続すると思われます。

このような事業環境のもと、当社は新型コロナウイルス感染症拡大当初より進めてまいりましたＥＣの販売強

化に引き続き取り組むとともに、「高感度ライフスタイル提案型生活産業」を目指し「スリーコインズ」を中心

に新規出店と既存店の増床による大型化を進めてまいりました。自粛制限の緩和により人流が増加し商業施設の

集客も好転したことなどから、衣料事業の売上高は、前年同期比14,709百万円増加の77,694百万円、雑貨事業の

売上高は、前年同期比7,420百万円増加の42,877百万円となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比22,159百万円増加の120,672百万円となりま

した。利益面につきましては、営業利益は前年同期比6,754百万円増加の12,387百万円、経常利益は前年同期比

6,875百万円増加の12,596百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比4,312百万円増加の7,993百

万円となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しており、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,665百万円（内、衣料事業は2,441百万円、雑

貨事業は224百万円）減少しております。営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益、親会社株主に帰属

する四半期純利益には影響ありません。詳細につきましては、「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期

連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」及び「３．補足情報（１）セグメント別の販売実績」をご

参照ください。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、現金及び預金が7,678百万円、受取手形及び売掛金が5,284百万円、商品及び製品が5,654百万円

それぞれ増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて18,926百万円増加しました。

固定資産は、建物及び構築物が1,372百万円、その他の有形固定資産が332百万円それぞれ増加したことなどに

より、前連結会計年度末に比べて1,893百万円増加しました。

（負債）

流動負債は、支払手形及び買掛金が9,218百万円、未払法人税等が1,249百万円、その他の流動負債が4,085百

万円それぞれ増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて13,700百万円増加しました。

固定負債は、長期借入金が598百万円、資産除去債務が494百万円、その他の固定負債が159百万円それぞれ増

加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて1,342百万円増加しました。

（純資産）

純資産は、利益剰余金が5,797百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて5,776百万円増加し

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期の業績を踏まえまして、2022年7月12日に「2023年２月期第２四半期連結累計期間業績予想と通

期業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期業績予想を修正しております。詳細に関しまし

ては、本日公表の「2023年２月期 通期連結業績予想および、配当予想の上方修正に関するお知らせ」をご参

照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 52,250 59,928

受取手形及び売掛金 6,342 11,626

商品及び製品 10,736 16,391

その他 530 840

流動資産合計 69,859 88,786

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,823 6,196

その他（純額） 1,784 2,116

有形固定資産合計 6,608 8,313

無形固定資産 467 388

投資その他の資産

差入保証金 12,064 12,035

その他 4,993 5,078

貸倒引当金 △265 △54

投資その他の資産合計 16,792 17,059

固定資産合計 23,868 25,761

資産合計 93,728 114,548

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,366 29,585

短期借入金 250 250

1年内返済予定の長期借入金 5,382 5,076

未払法人税等 1,940 3,190

賞与引当金 1,777 1,599

ポイント引当金 681 173

引当金 204 344

その他 5,729 9,815

流動負債合計 36,334 50,035

固定負債

長期借入金 5,794 6,393

退職給付に係る負債 1,312 1,399

引当金 130 134

資産除去債務 1,753 2,248

その他 1,012 1,172

固定負債合計 10,004 11,347

負債合計 46,339 61,382
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,181 3,181

資本剰余金 4,478 4,478

利益剰余金 41,943 47,741

自己株式 △2,173 △2,174

株主資本合計 47,430 53,226

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △0 0

為替換算調整勘定 △16 △7

退職給付に係る調整累計額 △85 △72

その他の包括利益累計額合計 △101 △80

非支配株主持分 60 19

純資産合計 47,389 53,165

負債純資産合計 93,728 114,548
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

売上高 98,512 120,672

売上原価 43,483 53,065

売上総利益 55,029 67,606

販売費及び一般管理費 49,396 55,219

営業利益 5,633 12,387

営業外収益

受取利息 1 1

持分法による投資利益 － 138

受取ロイヤリティー 12 12

受取賃貸料 6 －

為替差益 3 －

新型コロナウイルス感染症による助成金収入 236 45

その他 31 91

営業外収益合計 290 289

営業外費用

支払利息 80 62

持分法による投資損失 99 －

その他 21 17

営業外費用合計 202 79

経常利益 5,720 12,596

特別利益

固定資産売却益 270 －

ゴルフ会員権売却益 1 －

特別利益合計 272 －

特別損失

固定資産除却損 98 28

減損損失 457 480

特別損失合計 555 509

税金等調整前四半期純利益 5,437 12,087

法人税、住民税及び事業税 1,340 4,225

法人税等調整額 430 △90

法人税等合計 1,770 4,134

四半期純利益 3,667 7,952

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △13 △41

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,680 7,993
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

四半期純利益 3,667 7,952

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 0

為替換算調整勘定 3 8

退職給付に係る調整額 12 9

持分法適用会社に対する持分相当額 5 3

その他の包括利益合計 20 21

四半期包括利益 3,688 7,973

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,701 8,014

非支配株主に係る四半期包括利益 △13 △41
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時

点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は下記の通りです。

①自社ポイントに係る収益認識

　当社のポイント制度に基づき、顧客への商品販売に伴い付与するポイントについて、従来は、付与するポ

イントの利用に備えるため、将来利用されると見込まれる額をポイント引当金として計上し、ポイント引当

金繰入額を「販売費及び一般管理費」に計上しておりましたが、売上に連動して付与したポイントを履行義

務として識別し、将来の失効見込み等を考慮して算定された取引価格の配分額を契約負債として収益から繰

り延べ、顧客のポイント利用に伴い収益を認識する方法に変更しております。

②他社ポイント等に係る収益認識

　他社が運営するポイント制度等の顧客に支払われる対価について、従来は「販売費及び一般管理費」に計

上しておりましたが、顧客から受け取る額から取引先へ支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変

更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高、売上総利益、販売費及び一般管理費が2,665百万円減少し

ておりますが、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益、親会社株主に帰属する四半期純利益に与

える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示し

ていた「ポイント引当金」の内、売上に連動して付与したポイントに相応する金額については、第１四半期

連結会計期間より「契約負債」として「流動負債」の「その他」に含めて表示しております。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示

方法による組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12

号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客と

の契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会

計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

　なお、これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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３．補足情報

（１）セグメント別の販売実績
　 前第３四半期
　 連結累計期間
（自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日）

　 当第３四半期
　 連結累計期間
（自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日）

衣料事業
百万円
62,984

　 百万円
77,694

雑貨事業 35,456 42,877

その他 71 100

合 計 98,512 120,672

(注) 会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、セグメントの収益の算定方法を同様に変更しております。このため

当該基準等を適用する前の前第３四半期連結累計期間の売上高に対する増減率は記載しておりません。

　 当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は、「衣料事業」が2,441百万

円、「雑貨事業」が224百万円減少しております。「その他」には影響ありません。

（２）店舗の状況（連結）

　 当第３四半期
　 連結累計期間
（自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日）

前連結会計年度末の店舗数
新規店舗数
退店店舗数
当四半期末の店舗数

　 902店
　 85店
　 33店
　 954店

　


